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本
町
に
は
、
国
道
一
〇
七
号
、

三
九
八
号
の
二
本
の
国
道
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
内
、
平
成
十
八
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
が
一
〇
七
号
板
戸
工

区
。
板
戸
集
落
か
ら
黄
桜
ト
ン
ネ

ル
付
近
ま
で
、
工
事
発
注
さ
れ
て

い
ま
す
。
板
戸
集
落
側
で
は
、
川

を
横
断
す
る
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
が
完
成
。
さ
ら
に
、
黄
桜
ト
ン

ネ
ル
側
で
は
、
河
川
の
つ
け
替
え

工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
来
年

度
に
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
発
注
さ

れ
ま
す
。
久
保
集
落
内
で
は
、
用

地
補
償
の
契
約
交
渉
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
用
地
畦

畔
の
設
置
や
水
路
工
事
が
行
わ
れ

る
予
定
で
、
来
年
度
に
は
本
格
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

五
路
線
あ
る
県
道
の
内
、
四
路

線
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
事
業
開
始
と
な

っ
た
神
岡
南
外
東
由
利
線
岩
舘
バ

イ
パ
ス
は
、
橋
梁
工
事
が
完
成
。

道
路
土
工
が
岩
館
・
横
渡
の
両
側

で
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

舗
装
工
事
も
発
注
と
な
り
、
来
春

の
完
成
を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

横
手
東
由
利
線
祝
沢
地
内
で

は
、
笹
倉
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
雪

崩
・
落
石
防
止
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
仁
賀
保
矢
島
舘
合
線
須

郷
地
内
で
は
、
茶
屋
長
根
手
前
の

道
路
舗
装
工
事
が
、
楢
渕
横
渡
線

で
は
、
若
林
地
内
の
舗
装
補
修
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
に
は
黒
沢
ト
ン
ネ
ル
の
改
修
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
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町
で
は
、
豊
か
な
水
と
緑
を
生
か
し
た
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
そ
れ
ら
の

整
備
が
ど
の
く
ら
い
進
ん
だ
の
か
、
由
利
建
設
事
務

所
と
町
建
設
課
か
ら
取
材
し
て
み
ま
し
た
。

▲河川敷の確保のため5mの壁が造られた国道107号板戸工区

道
路

■
国
道

板
戸
工
区

Ｈ
18
完
成
目
指
す

■
県
道

岩
舘
バ
イ
パ
ス来

年
完
成

▲来春完成予定の神岡南外東由利線岩館バイパス



町
道
で
今
年
最
大

の
工
事
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
舘
合
十
字

路
か
ら
跡
見
坂
交
差

点
ま
で
の
台
山
線
で

す
。
通
学
路
の
安
全

確
保
の
た
め
、
拡
幅

工
事
が
行
わ
れ
、
現
在
は
歩
道
と

歩
道
橋
の
設
置
工
事
が
順
調
に
進

行
中
。
橋
台
部
と
跡
見
坂
交
差
点

は
既
に
完
成
し
て
お
り
、
歩
道
設

置
も
舘
合
側
を
残
し
ほ
ぼ
完
成
。

今
年
度
中
の
完
成
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

農
道
下
小
屋
線
は
総
延
長
五
九

四
�
。
下
小
屋
集
落
と
県
道
仁
賀

保
矢
島
舘
合
線
の
川
原
田
橋
付
近

を
結
び
ま
す
。
工
期
が
水
田
作
付

の
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
水
路

工
事
の
調
整
に
難
航
し
た
も
の

の
、
今
年
度
分
の
一
八
六
�
の
改

良
工
事
は
完
成
。
十
六
年
度
は
三

三
〇
�
の
改
良
工
事
、
十
七
年
度

は
残
り
七
八
�
の
改
良
工
事
と
五

九
四
�
の
舗
装
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。

小
倉
、
浅

田
山
、
上
里

を
結
ぶ
林
道

石
塚
線
は
、

総
延
長
五
〇

三
八
�
で
、

小
倉
と
上
里

の
両
側
か
ら

工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
一

七
八
〇
�
が
完
成
し
て
お
り
、
さ

ら
に
今
年
度
は
一
〇
〇
〇
�
の
改

良
工
事
を
完
成
さ
せ
る
予
定
。
現

在
は
斜
面
の
緑
化
吹
き
付
け
工
事

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
後
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
が
行
わ
れ
ま
す
。

下
吹
か
ら
須
郷
入
口
ま
で
の
舗

装
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
る
土
場

沢
線
は
、
年
度
内
に
既
存
林
道
の

工
事
を
終
わ
ら
せ
、
全
体
の
完
成

は
平
成
十
七
年
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
上
水
道
と
下
水
道

を
併
せ
て
、
横
渡
、
蔵
、
蔵
新
田
、

上
里
、法
内
地
区
の
工
事
を
進
め
、

現
在
は
蔵
・
法
内
地
区
の
下
水
管

布
設
と
配
水
管
の
布
設
換
え
を
行

っ
て
い
ま
す
。
終
末
処
理
場
は
既

に
完
成
し
て
お
り
、
全
体
の
完
成

は
来
年
度
の
予
定
。

平
成
十
九

年
に
開
催
さ

れ
る
秋
田
若

杉
国
体
の
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ

の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ

ン
競
技
が
、

本
町
八
塩
い

こ
い
の
森
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
受

け
、
さ
ら
に
十
八
ホ
ー
ル
を
整
備

中
。
現
在
は
コ
ー
ス
の
造
成
や
芝

張
り
、
排
水
路
、
緑
化
な
ど
の
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
の

完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■町道
台山線の歩道設置

歩道橋、順調に進行

■
農
道

下
小
屋
線

今
年
度
186
ｍ
改
良

▲歩道橋設置工事が行われている台山線

パークゴルフ場

国体に向け18ホール整備

▲完成した蔵・法内地区終末処理場

�
今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
工
事
が
進
む
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場

上
下
水
道

蔵
・
法
内
地
区

終
末
処
理
場
が
完
成

八塩いこいの森

■林道
石塚線

小倉と上里から工事



第
九
回
議
会
臨
時
会
が
十
一
月
二
十
八

日
に
招
集
さ
れ
、
議
案
七
件
が
原
案
ど
お

り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
十
五
年
度
東
由
利
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

配
水
管
工
事
費
八
百
三
十
四
万
八
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
億
五
百
三
十

八
万
五
千
円
と
し
た
。

◇
平
成
十
五
年
度
東
由
利
町
農
業
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

四
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

九
億
四
千
八
百
四
十
八
万
四
千
円
と
し
た
。

◇
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
別
表
の
と

お
り
減
額
改
定
し
た
。

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
般
職
の
職
員
給
与
に
つ
い
て
平
均

一
・
〇
四
�
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
年
間

〇
・
二
五
カ
月
分
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
た

も
の
で
、
平
成
十
五
年
四
月
に
遡
及
し
て

調
整
さ
れ
る
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

特
別
職
の
給
与
に
つ
い
て
別
表
の
と
お

り
減
額
改
定
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

教
育
長
の
給
与
に
つ
い
て
別
表
の
と
お

り
減
額
改
定
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

台
山
線
工
事
費
六
百
七
万
四
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
四
十
億
七
千
五
百
三

十
二
万
八
千
円
と
し
た
も
の
。
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投　票　区�
当日有�

権者数�
投票者�投票率�

第１（黒渕）�

第２（田代）�

第３（袖山）�

第４（舘合）�

第５（松柴）�

第６（老方）�

第７（祝沢）�

第８（法内）�

第９（ 蔵 ）�

第10（黒沢）�

第11（大琴）�

第12（杉森）�

　　計�

310�

292�

145�

833�

60�

827�

39�

325�

575�

60�

516�

65�

4,047

217�

219�

112�

605�

50�

640�

30�

250�

426�

49�

402�

50�

3,050

70.00�

75.00�

77.24�

72.63�

83.33�

77.39�

76.92�

76.92�

74.09�

81.67�

77.91�

76.92�

75.36

小選挙区投票結果�

人� 人� ％�

現　行（円）�改定後（円）�

815,000�

615,000�

575,000�

545,000�

275,000�

235,000�

220,000

805,000�

610,000�

570,000�

540,000�

273,000�

233,000�

218,000

町　長�

助　役�

収入役�

教育長�

議　長�

副議長�

議　員�
※平成16年１月から適用�

特別職給与・議会議員報酬改定表�
（月額）�

（別表）�

町
功
労
者
で
元
教
育
長
の
進
藤
新
氏

（
本
荘
市
）
が
十
一
月
一
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

進
藤
氏
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
町
教
育

委
員
に
就
任
以
来
、
教
育
長
と
し
て
八
年

に
わ
た
り
町
教
育
行
政
を
担
当
し
、
特
に

小
学
校
の
統
合
と
教
育
施
設
の
充
実
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
教
育
研
究
所
を
設
立
し
、
教

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
ほ

か
、
青
少
年
健
全
育
成
な
ど
本
町
の
教
育

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
に
は
、
こ
う
し
た
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
、
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

進
藤
新
氏
ご
逝
去

町
功
労
者

第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最

高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
が
十
一
月

九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
総
選
挙
投
票
率
は
七
五
・
三

六
％
（
男
七
五
・
一
五
％
、
女
七
五
・
五

六
％
）。
前
回
（
平
成
十
二
年
）
の
総
選

挙
を
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た

が
、
由
利
郡
の
平
均
七
七
・
〇
％
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
町
の
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
。

■
小
選
挙
区

◎
み
の
り
川
の
ぶ
ひ
で（
無
新
）七
五
三
票

村
　
岡
　
兼
　
造（
自
現
）二
一
一
三
票

我
　
妻
　
け
い
子
（
共
新
）
一
三
三
票

衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
票
率
は
75
・
36
％

第
９
回
議
会
臨
時
会

議
員
報
酬
・
職
員
給
与
を
引
き
下
げ



�
紅
葉
の
中
で
プ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者�

▲ダム湖周辺を散策する人々�

▲きのこコマ打ち体験に挑戦�
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八
塩
の
紅
葉
が
す
ば
ら
し
い
秋
で
し

た
。
八
幡
平
に
行
っ
て
来
た
と
い
う
人
に

八
塩
い
こ
い
の
森
で
会
い
ま
し
た
が
、
八

幡
平
ま
で
行
く
こ
と
も
な
か
っ
た
と
言
っ

て
八
塩
の
も
み
じ
を
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。

二
日
、
そ
の
紅
葉
の
中
で
「
紅
葉
カ
ッ

プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
福
祉
・
健
康
・
癒

し
の
ス
ポ
ー
ツ
。
県
南
の
メ
ッ
カ
と
し
て

「
八
塩
い
こ
い
の
森
」
が
有
名
に
な
っ
て

お
り
、
同
大
会
で
賑
や
か
に
シ
ー
ズ
ン
の

終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
午
後
か
ら
舘
合
地
区
で
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
婦
人
消

防
隊
の
皆
さ
ん
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や

避
難
、
救
護
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
点
検

が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

九
日
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
り

ま
し
た
。
国
の
行
方
が
心
配
さ
れ
る

選
挙
で
し
た
が
、
地
元
選
出
の
村
岡
先
生

の
落
選
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し

心
配
さ
れ
た
投
票
率
は
由
利
郡
で
真
ん
中

と
の
こ
と
。
関
係
者
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
三
日
に
は
除
雪
会
議
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
は
こ
の
会
議
の
日
か
ら
降
り
始

め
た
雪
が
根
雪
に
も
な
り
ま
し
た
。
降
雪

は
間
近
で
す
。
今
年
も
万
全
の
対
策
を
と

り
日
本
一
の
除
雪
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
と

関
係
者
皆
さ
ん
に
お
願
い
も
し
た
こ
と
で

す
。

十
六
日
は
日
曜
日
で
し
た
が
、
役
場
で

「
合
併
協
議
住
民
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
法
廷
協
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
進
行

状
況
も
含
め
て
の
説
明
会
で
、
今
後
も
各

分
館
単
位
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
り

ま
す
。
夜
の
会
に
な
り
ま
す
が
出
席
さ
れ

て
ご
意
見
も
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

二
十
三
日
、
結
成
十
五
周
年
の
在
京
宿

小
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
芸
達
者
な
宿
小

会
の
皆
さ
ん
に
、
プ
ロ
の
演
歌
歌
手
も
加

わ
り
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
司
会

を
務
め
た
喜
美
秋
会
会
主
の
大
台
出
身
の

木
島
さ
ん
に
、
突
然
歌
え
と
言
わ
れ

マ
イ
ク
の
前
に
立
た
さ
れ
、
同
級
生

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
秋
田
節
を
歌
っ

て
来
た
こ
と
で
す
。

舞
台
に
は
、
故
郷
か
ら
こ
の
日
の

た
め
に
借
り
た
と
い
う
大
琴
大
火
を

逃
れ
た
昭
和
三
年
の
年
号
入
り
の

「
大
琴
劇
団
江
」
い
う
大
き
な
横
断
幕

も
あ
り
、
年
配
の
皆
さ
ん
は
往
時
を
し
の

ん
で
感
慨
深
げ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

旧
大
琴
小
の
こ
と
、
合
併
の
状
況
な
ど

を
話
し
、
宿
小
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
絆
の
深
さ
を
祈
念
を
し
ま
し
た
。

二
十
二
日
の
夜
、
第
十
回
と
な
る
「
フ

ラ
ン
ス
鴨
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
も
大
変

な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
生
産
組
合
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
月
、
い
よ
い
よ
冬
将
軍
の
お
出
ま

し
で
す
。
風
邪
な
ど
ひ
き
ま
せ
ん
よ
う
に
。

「
第
三
回
や
し
お
紅
葉
ま
つ
り
」
が

十
一
月
一
日
、
二
日
の
両
日
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
紅
葉
が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ

を
迎
え
、
ダ
ム
湖
周
辺
で
散
策
や
な
べ

っ
こ
を
楽
し
も
う
と
約
八
百
人
が
町
内

外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
前
で
は
、
訪
れ
た

人
々
が
き
の
こ
の
コ
マ
打
ち
に
挑
戦
。

ま
た
、
二
日
目
に
行
わ
れ
た
「
紅
葉
カ

ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
で
は
、
色

づ
く
八
塩
山
を
バ
ッ
ク
に
約
百
二
十
人

の
参
加
者
が
白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開

し
ま
し
た
。
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除
雪
安
全
祈
願
祭
が
十
一
月
十

三
日
、
旧
役
場
車
庫
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約
四
十
人
が
除
雪
車
両
運

行
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

神
事
の
後
、
阿
部
幸
悦
町
長
が

「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
々
に
は
、

健
康
に
十
分
気
を
付
け
て
効
率
よ

く
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
除
雪
車
の
始
動
式
が
行

わ
れ
、
関
係
者
は
除
雪
に
対
す
る

心
構
え
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

除
雪
作
業
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

円
滑
な
除
雪
作
業
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
今
年
も
次
の
点
に

つ
い
て
特
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
除
雪
作
業
は
午
前
二
時
三
十
分

か
ら
午
前
六
時
三
十
分
終
了
を

め
ど
に
行
わ
れ
ま
す
。
区
域
や

路
線
に
よ
り
時
間
差
は
生
じ
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
道
路
上
に
違
法
駐
車
や
故
障
車

の
放
置
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
排
除
さ
れ
る
雪
に
よ
り
損

傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
二
十
�
以
上
の

車
間
距
離
を
と
り
、
無
理
な
追

い
越
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
除
雪
車
が
戸
口
に
雪
を
置
い
て

い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
各

戸
で
取
り
除
く
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

◆
屋
根
や
宅
地
の
雪
を
道
路
に
放

置
す
る
こ
と
は
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
流
雪
溝
を
利
用
す
る
場
合
は
、

投
入
口
の
ふ
た
が
開
い
て
い
る

こ
と
が
周
囲
に
分
か
る
よ
う
に

配
慮
し
、
使
用
を
中
断
す
る
と

き
や
使
用
後
は
き
ち
ん
と
ふ
た

を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
木
の
枝
な
ど
除
雪

作
業
に
支
障
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
係
の
職
員
が
切
り
落
と
し

な
ど
を
お
願
い
に
あ
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
役
場
建
設
課
（
�
69
―
２
１

１
５
）
ま
で
。

防
災
訓
練
が
十
一
月

二
日
、
舘
合
地
区
で
行
わ

れ
、
町
消
防
団
や
地
元
婦

人
消
防
隊
、
地
域
住
民
ら

約
二
百
人
が
本
番
さ
な
が
ら
の
訓

練
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓
練
で
は
、
大
規
模

地
震
で
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
出
た

負
傷
者
の
救
護
や
地
域
住

民
の
避
難
を
重
点
的
に
実

施
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
車
や

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消

火
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
真
剣
な
表
情

で
消
火
活
動
や
負
傷
者
の

救
助
に
あ
た
り
、
防
火
意

識
の
高
揚
と
日
ご
ろ
の
訓

練
の
大
切
さ
を
確
認
し
ま

し
た
。

除
雪
安
全
祈
願
祭�

防災訓練�

▲本番さながらの訓練を展開

�
除
雪
の
安
全
を
祈
願
す
る
関
係
者

「
福
祉
と
健
康
の
つ
ど
い
」

が
十
一
月
二
十
一
日
、
有
鄰
館
で

行
わ
れ
、
出
席
し
た
こ
と
ぶ
き
大

学
生
ら
約
二
百
人
が
、
健
康
で
心

ゆ
た
か
な
生
活
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
由
利
地
域
振
興

局
福
祉
環
境
部
長
の
岡
村
昌
幸
氏

が
「
長
寿
を
満
喫
し
、
実
り
豊
か

な
人
生
を
送
る
た
め
に
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
。
高
齢
者
が
心
と

体
の
健
康
を
保
持
増
進
し
て
い
く

た
め
の
秘
訣
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
町
の
劇
団

「
ぜ
ん
ま
い
座
」
の
皆
さ
ん
が
、

寸
劇「
老
い
〜
み
ん
な
が
行
く
道
、

通
る
道
」
を
公
演
。
高
齢
者
が
い

る
家
庭
の
日
常
生
活
を
、
秋
田
訛

り
を
交
え
た
会
話
や
こ
っ
け
い
な

動
き
で
演
じ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

▲講演する岡村昌幸氏

▲劇団「ぜんまい座」の公演

健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を

平
成
15
年
度
東
由
利
町
健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い



「
牛
の
個
体
識
別
に
必
要
な
情
報
の
管

理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
牛

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
制
度
）」
が
平
成

十
五
年
十
二
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
牛
肉
の
生
産
か
ら
流

通
ま
で
の
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
、

出
生
報
告
や
耳
標
装
着
、
転
出
・
転
入
・

死
亡
な
ど
の
異
動
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

制
度
を
円
滑
に
開
始
す
る
に
は
、
施
行

日
時
点
の
飼
養
状
況
等
の
再
届
出
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
町
、
Ｊ
Ａ
、
共
済
組
合
等

で
畜
産
農
家
を
巡
回
し
、
既
存
牛
の
総
点

検
を
実
施
し
ま
す
。
巡
回
日
程
は
十
二
月

十
八
日
、
十
九
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業
課
（
�
69

―
２
１
１
６
）
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個
人
事
業
者
を
例
に
と
る
と
、
平
成
十

五
年
分
の
課
税
売
上
金
額
が
一
千
万
円
を

超
え
た
方
は
、
二
年
後
の
平
成
十
七
年
に

課
税
事
業
者
と
な
り
、
平
成
十
七
年
分
の

売
上
等
に
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
開

始
す
る
課
税
期
間
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す
。

平成16年4月から 消費税が変わります�

「総額表示方式」がスタート�

事業者免税点�
3,000万円→1,000万円�

お
問
い
合
わ
せ

本
荘
税
務
署
（
�
22
―
２
３
３
５
）

（例：出生）�

●町�

●JA
畜産農家�

家畜改良�

センター�

②出生報告�

③耳標番号�
　を通知�

①出生の届出�

④耳標の装着�

◎異動（転入・転出・死亡）が生じた際は、速やかに届出を�
　してください。�

④�
データ�
送信�

③�
報告�

②�
再届出�

①�
巡回�家

畜
改
良�

セ
ン
タ
ー�

畜
産
農
家�

農
政
事
務
所�

●町�

●JA�

●共済�
　組合�

●10,290円
●10,290円
（税込）

●10,290円
（本体価格9,800円）

●10,290円
（うち税490円）

●10,290円
（本体価格9,800円、税490円）

総額表示方式の例

値
札
に
支
払
総
額
の
表
示
を
義

務
づ
け

事
業
者
が
消
費
者
に
対
し
て
、
値
札
や
チ

ラ
シ
な
ど
に
よ
っ
て
商
品
の
価
格
を
表
示

す
る
場
合
に
は
、消
費
税
額（
地
方
消
費
税

を
含
む
）
を
含
め
た
支
払
総
額
を
表
示
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

年 間 課 税 売 上 高

事
業
者
免
税

点
制
度
の
適

用
上
限 →3,000

万円
1,000
万円

簡
易
課
税
制

度
の
適
用
上

限

→2億円 5,000
万円

業
者
免
税
点
の
適
用
上
限
及
び

簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
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東

京

東

由

利

会

▲小諸城址で記念撮影

こ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
は
、
今
冬
か
ら

の
寄
宿
舎
廃
止
に
伴
い
、
冬
期
間
の
通
学
の

不
便
を
解
消
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
利
用
す
る
生
徒
は
三
十
五

人
。黒

渕
、
法
内
、
大
台
、
土
場

沢
、
沼
、
大
琴
方
面
を
走
る
小

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
併
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

朝
の
バ
ス
停
で
は
、
中
学
生

と
小
学
生
が
一
緒
に
バ
ス
を
待

つ
に
ぎ
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ

ま
す
。

東

由

利

中

学

校

▲バスを利用する中学生

東
京
東
由
利
会
の
バ
ス
旅
行
が
十
一
月
九

日
に
行
わ
れ
、
参
加
者
五
十
六
人
が
軽
井
沢

小
諸
城
址
な
ど
の
観
光
と
道
中
の
宴
会
を
楽

し
み
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
雨
の
心
配

も
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
小
諸
城
址
や

浅
間
山
佐
久
高
原
の
す
ば
ら
し
い
景
色
を
堪

能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
車
中
で
は
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た

田
舎
料
理
や
故
郷
の
思
い
出
話
が
宴
会
を
盛

り
上
げ
、
旅
の
終
点
東
京
駅
で
は
別
れ
を
惜

し
む
参
加
者
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

▲特別優秀賞に輝いた大台自治会の花だん

全
校
生
徒
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
地
域
に

密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
東
由
利
中
学
校
が
青
少
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
同
団
体
の
原
点

で
も
あ
る
「
奉
仕
」
の
世
界
的
高
揚
を
目
指

し
、
審
査
、
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

十
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

同
校
の
長
谷
山
祐
也
生
徒
会
長
が
全
校
生
徒

を
代
表
し
て
表
彰
を
受
け
、
ま
た
、「
こ
れ

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
み
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

▲表彰を受ける長谷山祐也生徒会長

平
成
十
五
年
度
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
本
町
大
台
自
治
会
が
自
治
町
内
会
の
部

で
特
別
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
と
緑
に
囲
ま
れ

た
生
活
空
間
を
学
校
・
地
域
な
ど
に
普
及
さ

せ
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

同
自
治
会
の
花
だ
ん
は
大
台
高
原
に
作
ら

れ
て
お
り
、
車
な
ど
で
行
き
交
う
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
本
町
か
ら
は
職
域
部
門
・
団

体
の
部
で
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
六
�
以
上
離
れ
た
家
か
ら
通
う

東
由
利
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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第
24
回
東
由
利
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会

▲熱心に講師の話を聞く参加者

町
フ
ラ
ン
ス
鴨
生
産
組
合
（
長
谷
山
憲
一

組
合
長
）
が
主
催
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ

イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
十
一
月
二
十
二
日
、

有
鄰
館
で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
出
席
し
た

約
二
百
人
が
、
用
意
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
鴨
の

フ
ル
コ
ー
ス
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
同
組
合
が
自
慢
の

フ
ラ
ン
ス
鴨
の
味
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
消
費
者
の
方
々
へ

日
ご
ろ
の
感
謝
を
伝
え
る
た
め
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
回
目
を
数
え
ま
す
。

当
日
は
近
隣
市
町
か
ら
ワ
イ
ン
な
ど
の
特

フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

第
二
十
四
回
東
由
利
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

集
会
が
十
一
月
十
五
日
、
有
鄰
館
で
開
か
れ
、

保
護
者
や
教
育
関
係
者
ら
約
百
人
が
参
加

し
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。

は
じ
め
に
小
松
守
氏
（
大
森
山
動
物
園
長
）

が
「
は
じ
ま
り
は
母
と
子
の
絆
か
ら
」
と
題

し
、
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
原
点
と
も
な
る
、
母
と
子
の
触
れ
合
い
に

つ
い
て
講
演
。
参
加
者
は
、
人
間
の
子
育
て

と
動
物
の
子
育
て
と
を
重
ね
て
考
え
た
こ
の

講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
分
科
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
子
ど
も
の
教
育
を

考
え
ま
し
た
。

こ
の
た
び
第
三
十
六
回
中
学
生
の
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

本
荘
由
利
納
税
関
係
団
体
協
議
会
会
長
賞
に

東
由
利
中
学
校
の
赤
川
雄
祐
君
、
本
荘
市
由

利
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
に
同

じ
く
小
松
明
美
さ
ん
、
仙
道
恵
美
さ
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
を
担
う
中
学
生

に
税
の
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

第
36
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

▲（右から）仙道恵美さん、赤川雄祐君、小松明美さん

産
品
が
多
数
届
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
慢

の
味
を
交
換
。

ま
た
、「
ベ
ル
・
ヴ
ィ
エ
ン
ト
ス
」
の
皆

さ
ん
が
演
奏
す
る
ア
ン
デ
ス
の
伝
統
音
楽
が

さ
ら
に
会
場
を
盛
り
上
げ
、
出
席
者
そ
れ
ぞ

れ
が
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

組
合
関
係
者
は
、「
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
た

く
さ
ん
見
ら
れ
て
嬉
し
く
思
う
。
こ
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
人
の
つ
な

が
り
を
、
こ
れ
か
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

と
こ
れ
ま
で
の
十
年
間
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

▲パーティーを楽しむ参加者

阿部洋二さん（十二ノ前出身・安来節保存会本部�
道場踊り師範）も出演します。�
�
�

「島根県安来節保存会・東由利」交流�

と　き：12月14日（日）午後1時30分��
ところ：湯楽里　大広間�
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老齢基礎年金などは、所得税法上「雑

所得」として課税されますが、課税され

ている方に「公的年金等源泉徴収票」を

１月下旬に送付します。

「公的年金等源泉徴収票」は、平成15

年中に支払われた年金額・源泉徴収税

額・扶養親族等の内訳などが記載されて

います。２つ以上の年金を受けている方

や、年金以外に所得がある方などは、確

定申告をしなければなりませんが、その

際「公的年金等源泉徴収票」が必要とな

ります。大切に保管しましょう。

問い合わせ　町民福祉課保健係　�69－2117

年金だより

「源泉徴収票」が
送付されます

風邪の原因は、その大半がウイルス感染です。空気中を伝
わるウイルスは、鼻や口、のどから体に侵入して増殖します。
ウイルスから体を守るためには、免疫力を高めておくこと

が大切です。免疫力とは、体に入った細菌やウイルスなどか
ら体を守る力のこと。しかし、この免疫力は不規則な生活に
より低下します。高い免疫力を維持するためには、バランス
の良い食事をとることや適度な運動をすること、質の良い睡
眠をとることなどに気を配る必要があります。
また、ウイルスが活発になる低温・低湿度の環境を避ける

ほか、こまめな水分補給やうが
い・手洗いをして、ウイルスの
侵入を防ぐことも風邪予防には
効果的です。
ウイルスに負けないように免

疫力を高め、この冬を乗り切りま
しょう。

～免疫力を高めて風邪予防！～

65歳以上（第１号被保険者）の方が引っ越しをして住所が変わったときは、以前の住所地の

市町村で被保険者証の返還を行い、その後、引っ越し先の

市町村で資格取得の手続きが必要となります。40歳～60歳未満

（第２号被保険者）の方の住所が変わったときは、要介護認定を受

けていた方以外、介護保険にかかる手続きは特別必要ありません。

要介護認定を受けていた方は前の市町村から「受給資格証明書」

を交付してもらいます。住所が移ってから14日以内に、引っ越し

先の市町村へ「受給資格証明書」と「要介護（要支援）認定申請

書」を提出すれば、それまでと同じ要介護度の認定を受けること

ができます。

A.

介護認定を受けていて他の市町村に転出する場合、何か手続き

が必要でしょうか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

4,200～5,024

3,193～3,797

―

―

24～34cmがほとんど元落ち、応札なし。葉枯しの乾
燥材であるが、材質が今一つ。16～22cmは全般に弱含
み。

（
平
成
十
五
年
十
一
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
一
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
22

23

45

平均体重
300kg

275kg

287kg

平均価格
464,911円
408,541円
436,100円

kg当単価
1,470円
1,421円
1,442円

去　勢
雌

金　額
582,750円
634,200円

父
安福165の9
北国7の8

母の父
平茂勝
平茂勝

母の祖父
安美金
福谷1

私
ど
も
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
木
々
の
紅
葉
は
、
植
物
色
素
に
よ

る
現
象
で
す
。

紅
い
色
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
に

よ
る
も
の
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
日

照
時
間
が
短
く
な
り
気
温
が
低
下
し

て
く
る
と
、
光
合
成
能
力
が
低
下
し

緑
色
の
ク
ロ
ロ
フ
イ
ル
が
分
解
し
て

含
有
量
が
小
さ
く
な
り
、
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
が
増
え
て
紅
く
色
づ
く
の
で

す
。
黄
葉
の
黄
色
は
、
葉
に
本
来
含

ま
れ
て
い
る
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
に
よ
る

も
の
で
、
秋
に
な
る
と
緑
色
の
ク
ロ

ロ
フ
イ
ル
が
分
解
し
て
カ
ロ
チ
ノ
イ

ド
の
黄
色
が
目
立
ち
始
め
黄
葉
と
な

る
の
で
す
。
褐
色
の
葉
は
、
葉
に
本

来
含
ま
れ
て
い
る
カ
テ
キ
ン
な
ど
が

葉
の
老
化
と
と
も
に
酸
化
酵
素
の
働

き
で
酸
化
し
て
褐
色
や
赤
褐
色
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

○
紅
色
の
樹
木
（
紅
葉
ま
た
は
類
似

色
）

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ニ
シ
キ
ギ
、
ハ

ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ナ
ラ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど

○
黄
色
、
橙
色
の
樹
木
　

イ
チ
ョ
ウ
、カ
ツ
ラ
、カ
ラ
マ
ツ
、ケ

ヤ
キ
、カ
エ
デ
、シ
ラ
カ
バ
、ト
チ
ノ

キ
、ハ
リ
ギ
リ
、ホ
オ
ノ
キ
な
ど

（
町
林
業
懇
話
会
長
　
佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

木
々
の
紅
葉

�と　き…12月25日(木) 10:00
�内　容…今年は昨年度に引き続き、ナイター営業は行わない予

定。小・中学生の冬季休業期間中は毎日営業、それ以
外は土日・祝日のみ営業。
象潟町商工観光課　�４３－３２００

お と なり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

象潟町から

象潟町営スキー場開き及び安全祈願祭

�と　き…12月19日(金)
�内　容…◇11:00安全祈願祭、12:00営業開始

◇初日はリフト券無料
鳥海町建設商工観光課　�５７－２２０４

鳥海町から

鳥海オコジョランドスキー場開き

�と　き…１月１日(木) 10：00
�ところ…ゆりの里交流センター「ゆりえもん」
�内　容…鏡開き、ちびっこ餅つき大会

由利町企画商工課　�５３－２１１１

由利町から

ゆりえもん元旦イベント

�と　き…12月５日(金)
�内　容…10:00 神事、テープカットなど

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

矢島町から

矢島スキー場開き

�と　き…12月28日(日)
�ところ…鳥海高原矢島スキー場
�内　容…◇9:10～9:40コースインスベクション

◇10:00～14:30競技
◇15:00～16:00閉会式
◇参加定員400人

�申込期日…平成15年11月25日～平成15年12月8日正午必着
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

2004エランカップ GSLスキー大会

バリアフリー�
コーディネーター�
養成研修�

受講者
募集�

県では、バリアフリー社会の形成を目指し、バ
リアフリーの基本的な考え方、高齢者・障害者の
身体的特性、心理特性、条例を理解し総合的なアド
バイスができる人材を育成するための「バリアフ
リーコーディネーター養成研修」を実施します。
○募集期間　12月５日まで（必着）
○受 講 料　無料
○研修期間　４日間（Ｈ15年12月13日・14日、

Ｈ16年１月17日・18日）
○研修開場　サンパティオ大町パティオホール

３階（秋田市）
※応募用紙は町福祉課及び建設課の窓口に備え付
けてあります。
お問い合わせ
秋田県健康福祉部福祉政策課　
TEL 018(860)1316  FAX 018(860)3841
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▼
う
さ
ぎ
の
ダ
ン
ス
／
小
村
小
芥
子

▼
黒
い
悪
魔
／
佐
藤
賢
一

▼
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ
／
横
田
秀
夫

▼
彼
が
彼
女
の
女
だ
っ
た
頃
／
赤
坂
真
理

▼
哀
愁
的
東
京
／
重
松
清

▼
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ス
／
保
坂
和
志

▼
瞳
の
中
の
大
河
／
沢
村
凛

▼
断
崖
、
そ
の
冬
の
／
林
真
理
子

▼
養
老
猛
司
の
逆
さ
メ
ガ
ネ
／
養
老
猛
司

▼
志
麻
子
の
し
び
れ
フ
グ
日
記
／
岩
井
志
麻
子

▼
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
／
川
渕
圭
一

▼
く
ら
の
か
み
／
小
野
不
由
美

▼
透
明
人
間
の
納
屋
／
島
田
荘
司

▼
Ｚ
Ｏ
Ｏ
／
乙
一

▼
太
っ
た
ん
で
な
い
の
ッ
�
／
壇
ふ
み
・
阿
川
佐
和
子

1212月�12月�

▼
白
い
花
散
っ
た
／
時
実
新
子

▼
蹴
り
た
い
背
中
／
綿
矢
り
さ

▼
子
ど
も
の
王
様
／
殊
能
将
之

▼
赤
ん
ぼ
大
将
さ
よ
う
な
ら
／
佐
藤
さ
と
る

▼
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
／
石
田
衣
良

▼
ａ
ｎ
ｅ
ｇ
ｏ
／
林
真
理
子

▼
殺
人
の
門
／
東
野
圭
吾

▼
さ
よ
な
ら
／
森
青
花

▼
九
月
の
四
分
の
一
／
大
崎
善
生

▼
声
に
出
し
て
歌
い
た
く
な
る
70
年
代
青
春
の
唄
／
江
澤
隆
志

▼
ト
ー
キ
ョ
ー
偏
差
値
／
林
真
理
子

▼
あ
ら
す
じ
で
読
む
日
本
の
名
著
／
小
川
義
男

▼
き
よ
し
こ
／
重
松
清

▼
恋
ほ
お
ず
き
／
諸
田
玲
子

▼
デ
ッ
ド
エ
ン
ド
の
思
い
出
／
よ
し
も
と
ば
な
な

▼
今
、
何
し
て
る
？
／
角
田
光
代

▼
不
味
い
！
／
小
泉
武
夫

▼
草
に
す
わ
る
／
白
石
一
文

24回�

①
「
デ
ッ
ド
エ
ン
ド
の
思
い
出
」

よ
し
も
と
ば
な
な
文
藝
春
秋

②
「
星
々
の
舟
」村

山
由
佳
・
文
藝
春
秋

③
「
空
中
庭
園
」角

田
光
代
・
文
藝
春
秋

①
　
癒
し
小
説
の
白
眉
。
例
え
ば
子
ど

も
の
頃
、転
ん
で
出
来
た
傷
は
痛
い
の
に
、

母
親
に
手
当
を
し
て
も
ら
う
う
ち
に
気
持

ち
が
落
ち
着
く
。
そ
ん
な
幸
福
感
を
思
い

出
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
。

表
題
作
の
中
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。

〈
そ
の
時
の
設
定
や
状
況
と
は
全
く
関
係

な
く
、
無
慈
悲
な
く
ら
い
に
無
関
係
に
、

幸
せ
と
い
う
も
の
は
急
に
訪
れ
る
。
ど
ん

な
状
況
に
あ
ろ
う
と
、
誰
と
い
よ
う
と
〉

〈
奇
跡
は
誰
に
で
も
平
等
に
、
い
つ
で
も

待
っ
て
い
る
〉
作
者
の
人
間
に
対
す
る
温

か
い
思
い
が
、
静
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
１

冊
。
今
年
は
こ
の
本
に
出
会
え
て
本
当
に

良
か
っ
た
。

②
家
族
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
犯
し
た
罪
を

胸
に
抱
え
て
生
き
続
け
る
。
誰
も
裁
か
れ

な
い
代
わ
り
に
、
誰
も
救
わ
れ
な
い
家
族

小
説
。

誰
の
傷
も
深
い
が
、〈
目
覚
め
て
見
る

夢
は
、
眠
り
な
が
ら
見
る
夢
よ
り
百
倍
罪

深
い
〉
と
言
う
姉
、
沙
恵
の
姿
が
一
番
胸

を
軋
ま
せ
る
。
読
了
後
は
、
胸
に
鉛
が
沈

ん
だ
よ
う
で
立
ち
直
る
の
に
時
間
が
か
か

っ
た
。
今
年
一
番
切
な
い
１
冊
。
直
木
賞

受
賞
作
で
す
。

③
同
じ
屋
根
の
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
演
じ
き
る
こ
と
で「
家
族
」

が
成
り
立
つ
。
本
当
は
全
員
秘
密
の
か
た

ま
り
で
、
各
自
が
違
う
夢
を
見
て
い
る
と

し
て
も
。
幸
せ
の
中
の
嘘
臭
さ
、「
家
族

の
禁
忌
」
に
触
れ
た
問
題
作
。
今
年
一
番

不
気
味
な
１
冊
。（
ひ
）

●
図
書
貸
し
出
し
は
無
料

最
大
五
冊
、
三
週
間
ま

で
の
貸
し
出
し
が
出
来
ま

す
。本
を
借
り
る
場
合
は
、

本
の
後
の
カ
ー
ド
に
必
要

事
項
を
記
入
し
カ
ウ
ン
タ

ー
へ
ど
う
ぞ
。

●
新
刊
コ
ー
ナ
ー
で
新

刊
確
認

基
本
的
に
新
刊
本
は
こ

の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す

の
で
、
新
し
い
本
が
読
み

た
い
方
は
ま
ず
は
こ
こ
で

確
認
し
て
下
さ
い
。

●
本
の
相
談
は
職
員
ま
で

「
こ
ん
な
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」。
本
が
な
い
時

は
職
員
に
教
え
て
下
さ
い
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
リ
ク
エ

ス
ト
用
紙
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
県
立
図
書
館
か

ら
の
本
貸
出
し
も
可
能
で
す
。
ま
ず
は
職
員
に
一
言

相
談
願
い
ま
す
。

●
子
ど
も
と
本
を
通
じ
た
交
流
を

高
橋
宏
幸
先
生
の
童
話
本
を
は
じ
め
、
国
内
外

の
絵
本
、児
童
書
を
備
え
て
い
ま
す
。親
子
で
本
を
中

心
に
し
た
交
流
の
時
間
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
公
民
館
で
自
主
的
な
学
習
活
動
を

学
習
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
宿
題

の
問
題
解
決
、
生
涯
学
習
活
動
の
調
査
な
ど
自
主
的

な
学
習
活
動
の
た
め
に
図
書
室
を
利
用
く
だ
さ
い
。

●
公
民
館
は
皆
さ
ん
の
身
近
な
施
設

有
鄰
館
、
朋
楽
荘
、
町
民
体
育
館
の
施
設
利
用

後
、
新
し
い
公
民
館
に
ぜ
ひ
お
立
ち
よ
り
下
さ
い
。

公
民
館
図
書
室
は
、
す
ぐ
に
行
け
て
、
気
軽
に

本
を
読
ん
だ
り
借
り
た
り
で
き
る
、
生
活
に
た
い
へ

ん
身
近
な
施
設
で
す
。
皆
さ
ん
の
集
い
の
場
と
し
て

気
軽
な
気
持
ち
で
遊
び
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
。

図書室へいこう

▲公民館は皆さんの施設。図書機能を中心に様々な活用法が…

�児童関係書籍は窓
側書棚に。子ども
と一緒に絵本を楽
しみませんか

�新刊本は事務室横の専用書棚に。
様々な分野の新刊本があります

公民
館

太字は特にオ
ススメ本です

そ
の

1

　公民館がリニューアルして８ヶ月、利用する方々が少し　公民館がリニューアルして８ヶ月、利用する方々が少し�
ずつ増えてきています。ずつ増えてきています。�
　今回は公民館の中心的機能の一つ、　今回は公民館の中心的機能の一つ、図書室を紹介します。図書室を紹介します。�
読書、自主学習、パソコン利用などあなただけの公民館利読書、自主学習、パソコン利用などあなただけの公民館利�
用方法を見つけてみませんか。用方法を見つけてみませんか。�

　公民館がリニューアルして８ヶ月、利用する方々が少し�
ずつ増えてきています。�
　今回は公民館の中心的機能の一つ、図書室を紹介します。
読書、自主学習、パソコン利用などあなただけの公民館利�
用方法を見つけてみませんか。�
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▲手作りの味はどうかな。「お店のお菓子よりおいしいよ」

お
菓
子
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
料
理
教
室

十
一
月
十
六
日
、
町
民
体
育
館
で

町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が

実
施
さ
れ
、
七
チ
ー
ム
、
六
自
治
会

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
小
中
学
生
や
女
性
が
中
心
の
自

治
会
対
抗
種
目
を
」
と
今
年
か
ら
は

じ
め
ら
れ
た
こ
の
競
技
、
六
人
制
で

行
な
う
、
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
バ
レ
ー
競
技
で
す
。
参
加
者
た
ち

は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

●
優
　
勝
・
大
琴
Ａ

●
準
優
勝
・
蔵
新
田
Ａ

●
第
三
位
・
蔵
Ｂ

▲秋空に届けとばかり体育館に参加者の歓声が響いた

ス
ポ
ー
ツ
で
秋
を
楽
し
む

町
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

十
一
月
十
五
日
に
東
由
利
中
学
校

で
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
料
理
教
室
が

行
な
わ
れ
、
高
瀬
小
児
童
お
よ
び
保

護
者
等
三
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

挑
戦
し
た
も
の
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
台

テ
ィ
ラ
ミ
ス
と
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
の

二
種
類
の
お
菓
子
作
り
。
料
理
教
室

は
毎
年
会
員
に
人
気
が
高
い
教
室
だ

け
に
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

二
十
九
日
は
八
塩
小
児
童
の
料
理

教
室
が
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
十
二
月

に
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
上

映
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲真剣な眼差しで感想画作品を審査する審査員の皆さん

児
童
、
園
児
の
力
作
ず
ら
り

「
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
か
け

が
え
の
な
い
自
然
、
よ
り
よ
い
環
境
を

引
き
継
ぐ
の
は
大
人
の
重
要
な
役
割
」

と
、
こ
の
た
び
、本
荘
法
人
会（
齋
藤
銑

四
郎
会
長
）
か
ら
環
境
問
題
図
書
が
東

由
利
中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
、
十
一
月
十

八
日
に
新
田
教
育
長
か
ら
井
上
校
長
に

図
書
一
式
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
に
設
立
さ
れ
た
同

会
。
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
平

成
十
年
度
か
ら
、
本
荘
、
由
利
十
五
中

学
校
に
対
し
、
環
境
に
関
す
る
図
書
寄

贈
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
寄
贈
も

そ
の
活
動
の
一
環
で
す
。

▲新田教育長から井上校長が環境図書を受け取った

か
け
が
え
の
な
い
自
然
の
た
め
に

本
荘
法
人
会
が
図
書
寄
贈

十
一
月
二
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で

高
橋
宏
幸
賞
感
想
画
審
査
会
、
公
民
館

で
感
想
文
審
査
会
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
体
育
館
に
は
児
童
、
園
児

の
力
作
が
ず
ら
り
。
審
査
員
は
一
点
一

点
真
剣
な
眼
差
し
で
審
査
し
ま
し
た
。

今
回
は
感
想
画
の
部
に
二
千
七
百
八

十
八
点
、
感
想
文
七
十
二
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
の
表
彰
は
十
二
月
十
四

日
、高
橋
宏
幸
先
生
を
迎
え
て
有
鄰
館
で

行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。ま
た
入
賞
作
は

十
二
月
二
十
六
日（
金
）か
ら
一
月
七
日

（
水
）ま
で
ぷ
れ
っ
そ
に
展
示
し
ま
す
。

町
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
応
援
し
ま
せ
ん
か

平
成
十
五
年
度
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
盛
り
上

が
っ
た
こ
の
秋
、
町
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
地
元
チ
ー
ム
も
応
援
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
主
催
　
公
民
館

体
育
指
導
委
員
会

■
期
日
　
十
二
月
一
日
�
〜
十
七
日

�

毎
週
月
・
水
曜
日

■
時
間
　
午
後
六
時
三
十
分

■
会
場
　
町
民
体
育
館

■
問
合
せ
　
教
育
文
化
課

（
�
六
九
―
二
三
一
〇
）

ス
キ
ー
場
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

今
年
も
大
平
ス
キ
ー
場
が
十
二
月

十
九
日
�
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ス
キ
ー
愛
好
者
は
も
ち
ろ
ん
、
冬

期
間
の
体
力
増
進
施
設
と
し
て
大
い

に
活
用
願
い
ま
す
。

第
十
二
回
高
橋
宏
幸
賞
作
品
審
査
会

11月�

営　業　時　間�

平　日
�

�
土･日･祭日�
大会等　　�

午後1:30～午後5:30�
午後5:30～午後9:00�
午前10:00～午後5:30�
午後5:30～午後9:00

リフト料金�
一　般�中学生以下�
600円�
600円�
600円�
600円�

300円�
300円�
300円�
300円�

《営業時間及びリフト料金》�

東由利町教育委員会　　�69－2310�
大平スキー場ヒュッテ　�69－2328
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

リ
ヤ
カ
ー
を
押
す
手
に
す
が
る
赤
と
ん
ぼ
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

紅
葉
山
親
子
で
広
げ
る
十
二
色
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

陽
の
い
と
し
十
一
月
と
な
り
に
け
り
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

時
空
超
え
火
星
身
近
に
十
三
夜
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

コ
ス
モ
ス
の
迷
路
に
子
等
を
は
な
ち
や
る
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

夕
映
え
の
人
影
沈
む
菊
作
り
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

畦
枯
れ
て
水
面
に
浮
か
ぶ
鉄
気
水
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

境
内
に
人
説
く
掲
示
落
ち
葉
踏
む
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

ひ
つ
じ
田
に
機
械
の
跡
の
溝
深
し
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

石
垣
を
一
筋
登
る
蔦
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

口
笛
も
吹
け
ぬ
義
歯
か
な
小
鳥
来
る
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

閉
牧
の
牛
に
別
れ
の
落
ち
葉
舞
う
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

山
川
を
か
ら
め
と
り
た
る
霧
襖
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

晴
れ
た
日
を
選
び
て
今
日
の
冬
構
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

新
生
児
室
は
純
白
も
み
じ
晴
　
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

総
刈
田
牛
叱
る
声
つ
つ
ぬ
け
て
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

稲
の
貌
垣
間
見
て
ゐ
し
山
の
墓
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

積
藁
に
猫
の
目
二
つ
霜
の
夜
　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

猿
と
蛙
の
餅
と
り

む
か
し
む
か
し
、
大
晦
日
の
村
の

家
々
か
ら
ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
と
威い

勢

よ
く
餅
つ
き
の
音
が
し
ま
す
。

そ
の
音
を
山
の
上
で
聞
い
て
い
た
猿

と
び
っ
き

．
．
．

は
、
村
を
眺
め
な
が
ら
「
俺

た
ち
も
餅
を
食
べ
た
い
な
ぁ
」「
も
う

正
月
だ
か
ら
み
ん
な
の
家
で
餅
つ
き
を

し
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
」「
う
ま
い
ん
だ

ろ
う
な
ぁ
」「
食
べ
た
い
な
ぁ
…
」。
す

る
と
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
猿
と
び
っ
．
．

き．
は
、良
い
こ
と
を
考
え
た
と
ば
か
り
、

山
を
降
り
て
長
者
の
家
に
そ
っ
と
し
の

び
寄
り
ま
し
た
。

広
い
屋
敷
の
庭
で
は
、
若
勢ぜ

（
作
男
）

と
め
ら
し
（
女
中
）
が
餅
を
つ
い
て
い

ま
す
。
猿
が
び
っ
き

．
．
．

に
目
く
ば
せ
す
る

と
、
び
っ
き

．
．
．

は
井
戸
の
側
に
行
っ
て
ど

ぼ
ん
と
石
を
投
げ
込
み
、「
オ
ギ
ャ
ァ
、

オ
ギ
ャ
ァ
…
」
と
鳴
き
た
て
る
の
で
し

た
。
そ
の
音
を
耳
に
し
た
若
勢
と
め
ら

し
が
「
わ
ら
し
が
井
戸
に
落
ち
た
ぁ
」

と
大
声
で
叫
ぶ
と
、
屋
敷
の
み
ん
な
が

飛
び
出
し
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
す
き
を
見
は
か
ら
っ
て
、
餅
の

臼
を
か
つ
ぎ
上
げ
た
猿
は
山
へ
大
急

ぎ
。
び
っ
き

．
．
．

の
方
も
後
か
ら
ぴ
ょ
ん
ぴ

ょ
ん
と
大
急
ぎ
。
臼
の
ほ
や
ほ
や
餅
を

見
て
、猿
と
び
っ
き

．
．
．

は
に
っ
こ
り
で
す
。

し
か
し
、
欲
ご
こ
ろ
が
出
て
き
て
餅

を
独
り
占
め
し
た
く
な
っ
た
猿
は
、

「
分
け
て
食
べ
る
よ
り
こ
こ
か
ら
谷
へ

転
が
し
て
、
先
に
追
い
つ
い
た
方
が
全

部
食
べ
る
こ
と
に
し
た
ら
面
白
い
だ
ろ

う
」
と
思
い
、
び
っ
き

．
．
．

に
も
聞
か
ず
臼

を
ご
ろ
ん
、
ご
ろ
ん
転
が
り
落
と
し
た

の
で
す
。
転
が
り
落
ち
る
臼
を
猿
は
す

ば
や
く
追
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
足
が

の
ろ
い
び
っ
き

．
．
．

は
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と

追
っ
て
行
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
び
っ

き
が
し
ば
ら
く
行
く
と
、
餅
は
臼
か
ら

飛
び
出
し
、
そ
っ
く
り
崖
の
草
む
ら
に

あ
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
び
っ
き

．
．
．

は
大
喜
び
で
餅
を
食
べ
始
め
ま
し
た
。

猿
の
方
は
、
息
を
切
っ
て
臼
を
追
い

か
け
て
行
っ
た
の
で
す
が
餅
が
飛
び
出

し
た
こ
と
な
ど
少
し
も
知
ら
ず
、
よ
う

や
く
臼
が
止
ま
っ
た
の
で
そ
っ
と
の
ぞ

い
て
見
る
と
、
中
は
空
っ
ぽ
。「
し
ま

っ
た
」
と
山
へ
引
き
返
し
て
見
る
と
、

び
っ
き

．
．
．

が
ほ
や
ほ
や
餅
を
食
べ
て
い
ま

す
。
猿
は
「
少
し
分
け
て
く
れ
や
」
と

頼
み
ま
し
た
が
、
お
人
よ
し
の
び
っ
き

．
．
．

も
猿
の
仕
打
ち
に
腹
を
立
て
て
い
た
の

で
、「
ほ
ら
ぁ
、
や
る
ぅ
」
と
一
握
り

の
餅
を
勢
い
よ
く
猿
に
投
げ
つ
け
ま
し

た
。す

る
と
餅
は
猿
の
顔
に
当
た
り
、

「
あ
っ
ち
ち
ち
…
」
か
き
む
し
っ
た
餅

は
猿
の
手
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
慌
て
た

猿
は
そ
の
手
を
お
尻
に
あ
て
て
し
ま
い

「
あ
っ
ち
ち
ち
…
」
顔
と
お
尻
に
大
や

け
ど
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

猿
の
顔
と
お
尻
は
、
そ
れ
か
ら
真
っ

赤
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

七
八
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ひ　ら　くひ　ら　く�

小　松　拓　工くん小　松　拓　工くん�
　　　（宇戸坂・　　　（宇戸坂・1歳）歳）�
お父さん：　純　さんお父さん：　純　さん�
お母さん：寿美子さんお母さん：寿美子さん�
お話し：寿美子さんお話し：寿美子さん�

ひ　ら　く�

小　松　拓　工くん�
　　　（宇戸坂・1歳）�
お父さん：　純　さん�
お母さん：寿美子さん�
お話し：寿美子さん�

畠　山　春
はる

美
み

さん（大琴・20歳）

―職業は
デンコードー本荘店とローソン東由利店でバイトし
ています。
―趣味は
読書や編み物。最近は、買ったばかりのデジカメで
写真を撮ることに夢中です。
―自分の性格は
好きなことは、とことん追求する性格です。

―理想のタイプは
精神的にも経済的にもしっかりしていて頼れる人。
父のような人が良いですね。
―家族に一言
いつも力になってくれて感謝しています。

名前の由来は？
「何事も自分なりに工夫して楽しい人生を拓いていってほしいと
思い、『拓工』と付けました」
好きなものは？
「お風呂です。お父さんが帰って来るのを待って、毎日一緒に入
っています。服を脱ぐときは手を上げて上手に脱いでくれます」
家族では誰になついていますか？
「おじいちゃんとおばあちゃんが特に好きで、姿を見つけるとす
ごい勢いで側に行きます」
本人の性格は？
「好奇心旺盛でやんちゃです。興味のある物には、それだけを見
て進んでいきます」
お父さんとお母さんから拓工くんへひとこと
「拓工の笑顔を見ていると幸せな気持ちになります。どんどん成
長する姿も嬉しいです。姉弟３人が仲良く幸せに過ごしてくれる
ことが、お父さんとお母さんの願いです」

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています
高　沢　　　匠

たくみ

くん
黒渕（敦さん） ～1歳6ヵ月児健診から～

遠　藤　亜
あ

梨
り

紗
さ

ちゃん
新町（鋼大さん）

小　野　快
かい

翔
と

くん
舘合新田（美幸さん）

木　島　悠
ゆう

奈
な

ちゃん
横渡（卓也さん）

畠　山　直
なお

樹
き

くん
地下沢（弘喜さん）

伊　藤　和
かず

磨
ま

くん
蔵（和人さん）

佐々木　　　海
かい

くん
大琴（豊さん）

佐々木　颯
そう

馬
ま

くん
新町（定幸さん）



住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

10月末人口�前月比�

2,337�

2,499�

4,836�

1,368

2�

－  2�

0�

－  1

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

10月異動人数�1月からの累計�

3�

4�

7�

6

18�

59�

61�

105

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

15�

1�

0�

1�

1�

1

2�

131�

2�

1�

2�

1�

3

10　月�
発生数�

1月から�
の累計�
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北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
比
較
的
湿
り
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を
好

ん
で
生
え
、
時
に
は
群
生
す
る
こ
と
も
あ
る
多
年
草
で
す
。
茎
は

方
形
で
、
葉
は
卵
形
か
ら
長
楕
円
形
で
不
揃
い
な
鋸
歯
が
あ
っ
て

対
生
し
、
と
も
に
軟
毛
が
あ
り
ま
す
。
高
さ
は
40
〜
60
�
く
ら
い
、

上
部
の
葉
腋
に
白
色
か
ら
淡
紅
紫
色
の
唇
形
花
を
輪
生
し
て
つ
け

ま
す
。
ガ
ク
は
５
裂
し
、
裂
片
は
狭
三
角
で
長
さ
は
３
�
く
ら
い
、

全
体
に
特
有
の
に
お
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
草
か
ら
ハ
ッ
カ
油
を

採
り
、鎮
痛
や
健
胃
薬
な
ど
数
多
く
の
薬
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

2日�　心の健康づくり講演会
予防接種（個別・ツ反）

4 日�　予防接種（個別・BCG）
8 日�　合併説明会（克雪センター）
9 日�　合併説明会（住吉館）

食生活改善講習会
10日�　合併説明会（袖山館）
11日�　保健対策推進協議会
12日�　機能訓練教室
14日�　高橋宏幸賞表彰式
16日�　議会定例会（～19日）
18日�　第11回本荘由利一市七町

合併協議会
20日�　わくわくサークル

（クリスマスリース作り）
23日�　天皇誕生日
24日�　中学校終業式
25日�　小学校終業式

予防接種（個別・三混）
26日�　役場仕事納め
1／5日�　役場仕事始め

東
由
利�

ハ
ッ
カ

（
シ
ソ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.226

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

細
貝
美
穂
子
さ
ん（
幸
手
市
）、小
笠
原
諒
治

さ
ん（
本
荘
市
）、小
野
勤
さ
ん（
千
葉
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

木
島
憲
悦
さ
ん（
秋
田
市
）、遠
藤
辰
雄
さ
ん

（
野
田
）、横
山
次
雄
さ
ん（
本
荘
市
）、渡
辺

民
蔵
さ
ん（
石
高
）、佐
藤
ル
リ
子
さ
ん（
時

雨
山
）、
高
瀬
川
教
師
の
会
、秋
田
藤
丸
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

冬期間の寄宿舎生活に代わって、東中
生のスクールバス通学が始まりました。
雪に覆われる東由利町の冬、時に楽しい、
時に過激な話題をクラス中に提供し続け
てくれた寄宿舎が無くなるのは、寄宿舎
に入らなかった私にとっても寂しいこ
と。その話題の一つ一つと一緒に当時の
学校生活を思い出し、ちょっとしんみり
した気分です。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
10
月
21
日
〜
11
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

10
／22
佐
　
藤
　
　
　
駿

し
ゅ
ん

く
　
ん〈
由
　
宏
〉
黒
　
渕

美
穂
子

10
／28
長
谷
山
　
星せ

い

奈な

ち
ゃ
ん〈
直
　
人
〉
地
下
ノ
沢

ま
り
子

10
／31
畠
　
山
　
結ゆ

衣い

ち
ゃ
ん〈

章
　
〉
新
　
町

幸
　
枝

11
／３
小
　
松
　
ル
　
カ
く
　
ん〈
茂
　
明
〉
田
　
代

理
　
香

11
／３
小
　
松
　
ル
　
キ
く
　
ん〈
茂
　
明
〉
田
　
代

理
　
香

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

10
／22
遠
　
藤
　
　
　
学
さ
ん

）
小
　
倉

今
　
野
　
亜
希
子
さ
ん

仙
北
町

11
／８
浅
　
井
　
　
　
充
さ
ん

）
象
潟
町

阿
　
部
　
明
　
美
さ
ん

蔵
新
田

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

10／22
木
島
ユ
リ
子
さ
ん
（
81
）
清
　
榮
･

妻
　
・
蔵
新
田

10／26
遠
藤
松
治
郎
さ
ん
（
79
）
チ
　
ヨ
･

夫
　
・
　
蔵

10／27
遠
藤
ト
メ
ノ
さ
ん
（
94
）
辰
　
雄
･
祖
　
母
・
野
　
田

11／３
佐
野
サ
ダ
エ
さ
ん
（
79
）
良
太
郎
･

妻
　
・
舘
合
新
田

11／３
佐
藤
　
征
進
さ
ん
（
61
）
ル
リ
子
･

夫
　
・
時
雨
山

11／６
渡
辺
ツ
ネ
ヨ
さ
ん
（
96
）
民
　
藏
･
祖
　
母
・
石
　
高

11／９
伊
東
喜
三
男
さ
ん
（
79
）
ハ
ツ
ヱ
･

夫
　
・
横
　
渡

11／14
遠
藤
　
　
昇
さ
ん
（
73
）

実
　
･

父
　
・
横
小
路

11／19
小
野
　
タ
エ
さ
ん
（
75
）
嶽
石
久
美
子
･
母
・
新
　
町

皆さんからの珍しい写真や面白い写真をお待ち
しています。

「ピンク色のカニ」
投稿者　上通　小　松　伸　行さん

「三色のぶりっこ」
投稿者　Aコープ東由利店 横　山　一　也さん

読者からの投稿�読者からの投稿�

（
10
月
21
日

〜
11
月
20
日
届
出
）


